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ゲーテの「愛国的告白」について

八木 裕

1

　解放戦争の最中，1813年10月中旬ライプチッヒ会戦でナポレオン軍が破れ

た後だったが，イェーナ大学の愛国的な歴史学者ルーデン（Heinrich　Luden，

1778～1847）はゲーテと直接に対談する機会を得た，12月13日の午後だっ

た，重大な歴史的転換の時機を強く意識していたルーデンは，ナポレオン支

配体制から一挙に祖国を解放すべく，すべてのドイツ人に決起を促す主旨で

雑誌発刊を準備し，公的に必要な手続きを整えた上で大臣ゲーテの最終的な

認可，できれば賛助を得る心積りだった1）．

　ドイツ人としての自覚をもつ人なら何人であっても，私事を棄て身命を拗

って戦列に加わるはずだ，と思っていたルーデンにとってゲーテの返事は全

くの予想外だった．政治のことは王侯貴族に任せておいて，あなたは学術的

研究に専念しなさい，とゲーテは答えたのである．これで両者の信條と主張

は平行線になったまま対談は畏時間続いた．それから30年以上も経ってから

だが，ルーデンはこの対談の内容を具体的に記述した，それは回想文である

以上，文中に直接引用されるゲーテの言葉も彼自身の言i葉も，当時語られた

ままの再現であるとは考え難い．けれど意味内容に深く立入った変更が加え

られたとは，次のような事情も合わせて考慮すると想像し難いのである2）．

　対談は長時間に及んだにもかかわらず相互理解は得られなかった．しかし

二人とも深い感動を覚え，特にルーデンは最後に別れを告げる際には目に涙

を浮べていた．その後彼はこの時の対談を何度も繰返して思い出し，その度
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に新たな感動を云った．回想文の末尾にはゲーテに対する彼の敬愛の気持が

滲み出ている．ゲーテには祖国愛がないとか，ドイツ人の運命，民族の幸不

幸に対して無関心だとかいう世間の悪評は，ひどい誤解から成り立っている，

政治や時局の問題にゲーテが沈黙を守り続けたのは，すべての事態と人心の

動きを知悉した上で，厳しい諦念に到達せざるを得なかったからだ，と述べ

た後でルーデンは，この確僑は後になってますます強くなったと締め括るの

である．

　1812年の電車からナポレオンの形勢不利の情報が伝わるにつれて，占領軍

の撃滅を目指す戦意はドイツ全土に燃え上った。この気運を十分に承知の上

でゲーテは終始静観不戦の立場を守った．既に成人していた長男アウグスト

の従軍希望もそのために挫折せざるを得なかった．ナポレオンを愛読者の一

人として有したゲーテの名は，当時はもちろんその後も長く，特にドイツの

愛国者たちの中傷誹誘を浴びた．そういう世評を訂正するためにルーデンは

回想文を通じて一つの反証を掲げ，ゲーテの中には世間の知らない沈黙の愛

国者が潜んでいたのだ，と主張したのである．

　この主張はその後ある程度まで認められたのであろう．彼の回想文はしば

しばゲーテの「愛国的告白」と称せられている3）．つまり文中に直接引用の

形で記載されるゲーテの言葉には，そう呼ばれても無理がないような直りも

含まれている．それを要約して以下に引用しておきたい．

　・・…ドイツ人は個人別に見れば尊敬に値するが，全体をひっくるめてヨー

ロッパ世界の中で見ると，私たちは滲めな思いに陥らざるを得ない．この

気持を癒すべく私は学問や芸術の領域に没頭して，ある程度の慰めを得てい

る．けれどその慰めば強大な一流国の国民が抱く誇り高い満足感とは比ぶべ

くもない．

　より一層の慰めを求めるならばドイツ入の将来に期待するしかない．ドイ

ツ人の使命はヨーロッパ史の現在までの所で実現されてしまったわけではな

い．もしローマ帝国の破壊と中世世界の形成でドイツ民族の運命が極まっ

たのなら，ドイツ人はもうとつくの昔に滅亡してしまっただろう．彼らが今
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もなお活力に満ちて生活しているのは，未来に果すべき偉大な使命を荷っ

ているからだ．ただその使命の実現について，「その時機と機会とを予知す

るのは人間の目に不可能であり，それを早めたり引き寄せたりすることも人

間の力の及ぶ所ではない．」私たちに今出来ること，為し得ることは，各人

がその才能と立場に応じて，ドイツ人全体のために教育の普及と文化水準の

向上を計ろうとする努力である……

　以上のような文脈の中で特に我々の注意を引きつけるのは，国家に関する

ゲーテの言葉である．その箇所を抜き出すと，「（学問と芸術が与える）慰め

というのは高の知れたもので，大きくて強い，尊敬され恐れられている国

民の一人だという，誇り高い意識の代償になるものではない……」と和訳さ

れる．この言葉をもしそのままに受け取るならば，ゲーテは歴史が進む前途

に，ヨーロッパの列強と並ぶ強大な統一的民族国家ドイツの出現を期待して

いた，少くとも心中では同時代の愛国的風潮に共鳴していた，ただ公私と

もに多様な理由から，表面では無関心を装ったり拒非の態度を見せていたの

だ，と推測ぜざるを得なくなるだろう．

　しかしこの推測は実の所ルーデンが書いた「愛国的告白」から離れてゲー

テの世界を見渡すと，極めて成り立ち難くなる．ゲーテは愛国的風潮に対し

てただ表面的に疎遠だったのではなくて，それを根本的に否認すべき理由を

解放戦争の始まる何年も前から固めていた，という全く逆の推測の方が自然

に成り立つのである．その点へ向って以下に考察を進めて行きたい．

2

　解放戦争時代の自分の心境を振り返って見たゲーテの言葉が，1830年度の

エッカーマン談話の中に見出される4）．それは特に「ここだけの話だが」と

いう前置きの後に続く一連の談話である．「私はフランス人を憎んだことは

一度もなかった．フランス軍が引き上げて行った時に神に感謝したのは確か

だが．

　　　　　　　　　　　　　　一15一



　文化（Kultur）か野蛮（Barbarei）か，それだけが重大問題である私に

とって，地上で最高の文化国家の一つであり，私自身にも教養の大部分を授

けてくれた国の国民を，どうして憎む気になれただろうか．」

　「そもそも国民的憎悪（NationalhaB）というのは特異なものだ．文化の

最も低い段階で，それが常に最も強く烈しい有様を君は見出すだろう．けれ

どそんな憎しみが全く消え去って，いわば諸国民を超越する立場に立ち，隣

国の国民の幸不幸をも，それが自国に降りかかったかの如く感じとる，とい

う段階もある．

　この文化段階が私の性に合っていたから，60才になるよりもずっと前に私

はこの段階を確保しておいたのだ……」

　この言葉の中にあるように文化の一番低い段階にいて，一番ひどくフラン

スを憎んでいたドイソ人の集団は，どの社会的階層に見出されるだろうか．

フランス革命という嵐とその嵐の中から出現したナポレオンという怪物を，

最もひどく嫌悪して深い怨みを抱いていたのは，恐らくドイツ諸国の君侯た

ちだった．

　彼らの多くは領地没収や追放や降格などの苦汁を嘗めていた．けれど彼ら

は戦争の新しいやり方についてアランス軍を手本にせざるを得なかったし，

嵐と怪物が通過して世界が元通りになると，平和の楽しみ方についても元通

りフランス宮廷に倣わなくてはならなかった．フランス人全体を憎むという

ことは，ドイツ貴族にとってはその伝統的な習慣と生活様式からして不可能

だったであろう．

　18世紀から19世紀初頭へかけてのドイツ庶民は絶え間ない戦乱の被害老と

して，戦争そのものを憎む気持を特に強めたと思われる．けれど当時のドイ

ツ諸国には多様な人種のいろんな国の軍隊が去来した状況も考えると，彼ら

の憎悪がフランス人に特に集中したとは想定し難い．そもそも庶民にとって

本来の祖国とは自分の生れた古里，つまりドイツ諸国のどれか一つで，母国

語とはその地方の方言であった，例えばシュワーベン生れのドイツ人にとっ

てはフランス人も外国人だったがプロイセン人もやはり外国人だった．統一
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国家ドイツという実感のもてない大きな国を愛しながら特定の外国に敵漁心

を燃やす，という立場に庶民は馴染み難くかったのではないだろうか．

　解放戦争が始まった頃，フランス軍の退却した後に続いてドイツに侵入し

て来たのは，様々な人種からなるロシヤ騎兵だった．彼らを目のあたりにし

たその当時のゲーテは，危険は西からばかりではなくて東からも来ると思っ

たが，庶民はそんな心配をする様子を全く見せず，特に町の「美人たちは馬

と兵隊の両方を抱きしめた．」5）

　1822年にゲーテの序文つきで出版された『ドイツのジル・プラス』という

自伝の筆者は，召使いとか執事など色々な身分で貴族の邸に勤め，その勤め

口を何度となく，多分自分の年令の数ほども変えた人物だが，その豊富な体

験に基いて彼が語る所では，一般にフランス貴族の方がドイツ貴族よりも，

人権を重んじて使用人を待遇する法を心得ていた．

　例えば1792年に彼が居合わせたアーヘンは，フランスの亡命貴族で一杯だ

ったから，特別に有難い勤め口が容易に見つかった，革命という「最も不

愉快な出来事」が私には多大の利益をもたらすことになった，と彼は述懐し

ている6）．

　前掲のゲーテの一言葉にある「国民的憎悪」（NationalhaB）という特異な

感情は，フランス軍占領下のドイツ諸国で自然発生して庶民層に広く滲透し

たわけではない．それはナポレオンの率いる国民軍に対抗してドイツ軍が生

まれる原動力になったのは確かだが，自分たちの国が何の実体もなしていな

い歴史的現実の中で，我こそは名誉あるドイツ国民だと思いこめたのは全体

から見ればごく一部，つまり学生を急先鋒とする若い知識層，特に流行の愛

国詩を読んだり作ったりする文学青年たちだった．

　この点は最：も熾烈な「国民的憎悪」が「文化の最も低い段階」に見出され

るというゲーテの指摘とは一見矛盾するよう．に思われる．けれど彼の言葉全

体の関連から考えると，「文化の最も低い段階」とは「野蛮」を意味してい

る．そして「文化」とはっきり対照されている「野蛮」とは，未発達で未熟

な文化ではなくて，病気が健康を，死が生を，あるいは悪が善を破壊する通
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りに，「文化」を破壊する力を意味している．「国民的憎悪」とは学生を中心

とする若い知識層が愛国的集団を作り出した場合に，その集団の内部から発

する破壊衝動だった．

　一定の共通目標へ向ってメンバーのすべてを同質化している集団は，常に

その内部に破壊衝動を潜在させているが，より強大な支配体制に服従してい

る場合には，その衝動は一定限度内に抑制されている．19世紀初頭のドイツ

に現れた愛国的集団は，その共通目標として統一的民族国家を志向したが，

これは現世において実現されるべき課題というよりもむしろ，無限に追求さ

れるべき至上価値，いわば彼らの神であり，彼らは神の命を生きる聖徒だっ

た．もちろん彼らは如何なる支配体制にも服従せず，むしろ自らが世界を支

配するために，外部を破壊しつつ同質化しようとした．いわば火災の火や洪

水の水のように活動し，そのように活動するのを自分たちの神聖な使命だと

信じた．

　「野蛮」とは聖化された破壊活動であり，解放戦争ではフランスに対する

「国民的憎悪」になったが，戦後に旧来の秩序が戻ると，オーストリー指導

下のドイツ連邦に対する反体制活動になって現れた．その活動は自由民主化

を求める動きと歴史的な時期を同じくするが，愛国者たちが叫ぶ自由は常に

自分らの集団が独占すべき自由であり，彼らに異端視される外部世界は常に

服従か死を迫られるだけだった．普遍的人間性が追求される立場でしか，自

由平等は人権としての本来の意味に到達しないのである．

　ウィーン会議後のドイツで反体制の主力になったのはやはり大学生だった

が，彼らの引き起こした歴史的事件として周知されているものにも，宗教性

あるいは狂信的な色彩が顕著に見出される．1817年に宗教改革開幕300周年

を記念してワルトブルクの丘に集まった学生たちは，政治的な議論や演説も

行ったけれど，彼らの集会の山場は盛大な火祭りだった．ドイツ連邦の支

配権力を擁護する書物や，プロイセン，オーストリーの軍服や軍杖が火焔に

投じられた，これは彼らにとっては異端者の焚刑を意味していた．その翌年

にはイェーナ大学生ザントがロシヤのスパイと目されていた人気作家のコッ
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ツェーブを刺殺したが，彼はドイツ国民の誰かが果さねばならない尊い務め

を，進んで命を賭けて遂行した人物として，英雄というよりもむしろ聖者に

なった．彼の斬首刑が執行された時，見物に集った群集は争って遺体の毛髪

を求め流れる血を布に浸した．その刑場にはその後幾日も花束が絶えなかっ

た7）．

3

　統一的国家を目指して愛国的風潮が高まるよりずっと以前から，民族意識

を軸とするドイツ人の集団化と，集団化によって解き放たれる破壊衝動に

ついて，ゲーテは明確な問題意識を抱いていた．それは恐らく若い頃の交友

体験から直接に得られたものと思われるが，とにかく彼の問題意識を映し

出している一例は一つのエピソードとして『修業時代』　（1796年成立）に収

められている8）．

　18世紀後半から19世紀初頭へかけて中世に題材をとった作品の盛んな流行

が見られたが，騎士を主人公とするその種のドラマを一つ，ウィルヘルムが

選び出して俳優一座に朗読して聞かぜる陥りがある一ドラマに登場して来

る騎士たちの素朴な正義感と堅固な志操に，俳優たちは素直に感じ入って熱

心に耳を傾けるが，やがて劇の中で酒宴が始まると自分らも直ぐに酒を取り

寄せ，筋書きの進むのに調子を合せながら大いに飲み盛んに乾杯する．シー

ンに現れる古い城，深い森の老樹，深夜のジプシーや秘密裁判など，魅惑的

な中世の情景の中へ引き込まれながら，男優たちは鎧甲の騎士に，女優たち

は古めかしく厳かな装いの貴婦人に，それぞれ空想的変身を遂げる．ドラマ

の終幕で英雄が悪人たちの囲みを打破して脱出し，暴君が当然の報いを受

ける場面まで来ると，聴衆は熱狂してこれほど素晴しい感激は生れて始めて

だ，と歓声を上げる，「一人一人がこの⊥もなく気高い民族精神の火に」燃

えていた．何時もの通りでいるのはウィルヘルムとフィリーネの二人だけだ

った．
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　この感激は朗読が終った後も消えなかった．それはもっと現実的な興奮

へ，興奮のあげくは喧騒へ，さらに乱暴狼籍へと盛り上った．今夜の神聖な

祝宴に我々が乾杯したグラスは，今後如何なる他人の口にも触れさせぬ，と

誓いながら彼らはそれぞれ手にするグラスを窓ガラスに投げつけて通りに捨

て，大きな酒瓶も粉々に打ち砕いた．深夜の騒音に驚いた夜警が馳けつけ

た．ウィルヘルムは岐れ果てて床についてしまったが，翌朝目覚めてすぐ苦

々しい気持で一杯になった．優れたドラマにみんなが感激した結果が，何故

あんな狂乱に変ったのか，老えてみても彼は答を見出せなかった．

　ウィルヘルムと連れ立っていた俳優たちは，みんな気位が高くて贅沢好き

だが実際には不遇で貧乏に悩み，仲間うちでは配役と待遇上の不満から妬み

深く一人一人が孤立しがちだった．騎士のドラマはそういう人々を一夜の中

に一体化して活気に満ちた集団を作り出した．抑圧されて惨めな境遇から，

自由奔放に生きて名誉に輝く世界へと彼らは解放され，誰もが美女としてあ

るいは英雄として振舞う喜びに酔った．この解放感と自己超越はドラマの助

けを借りて彼らが繰り広げた幻想だった．けれど彼らを結び合せた民族意識

は単なる誇大妄想だったとは委えない．中世の騎士や貴婦人たちと彼らは，

現実界でも同じ風土に生き同じ言葉で語り，同じ命を生きていた．彼らの自

由を束縛している不正や不合理，あるいは外国の不当な支配を打破してしま

えば，彼らは本来のドイツ民族の姿に戻り，偉大な先祖と同じ力を発揮して

栄光の時代を再び作り出すのだ，という実感を抱いて彼らは祝杯をあげたの

である．

　もっともこの夜に結成された民族集団は即興的なお祭り騒ぎ以上の何も演

じなかった。けれどこのエピソードは小説が成立して20年ほど経ってから，

中世ドイツの古風な装いを流行させながら世直しを求めた愛国者たちの心情

を，予告した一例として注目されるのである．

　「文化」か「野蛮」か，それが私には重大問題なのだとゲーテは語った

が，この言葉は教育的見地に立った厳しい二者選一を指示している．それ

は，個人として自律性を固めながら創造を目指すか，それとも集団の中へ同
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質化して破壊的享楽に耽るか，という二者選一である．特にドイツ人を観察

して評価する時だが，ゲーテはしばしば個人として活動する人物を賞賛しな

がら，政治的軍事的な集団の営みには懐疑の目を向けていた．「文化」に徹

底するか，「野蛮」に徹底するか，何れかを一つ選ぶのがドイツ人の宿命だ

と，彼は考えていたように思われる．その点を暗示するように見える別の言

葉を次に引用しておきたい．

　「ドイツそのものは取るに足らない，けれど一人一人のドイツ人は大した

ものだ．それなのにドイツ人は全く正反対のことを想像している．ユダヤ人

のように世界のあちらこちらへ，ドイツ人を移住さぜる方がよいのではない

か，彼らの中に潜む沢山の良いものを余すところなく，諸国民すべてに貢献

するように発揮させるためには．」9）

　ここで最初に見た「愛国的告白」に関する疑問点を振り返っておきたい．

ヨーロッパ諸国の中で特にドイツが惨めな状況に陥っていた19世紀初頭，ド

イツ人の民族的名誉をどうずれば恢復できるか，また将来に向けてそれを高

めてゆくことができるか，というのは極めて切実で深刻な問いかけだった．

明確な具体的解答はもちろんあり得なかった．愛国者たちも戦争の勝利を最

初から確信していたわけではなく，戦後の成り行きは全く見通しがっかなか

った．真剣に解答を探ろうとするほど人は暗中摸索の苦しみに深く陥った．

ゲーテとルーデンはそういう問いかけと解答を求める苦しみにおいて，全く

一致していた．二人ともドイツ人のために我々が考えなくては，という使命

感を抱いていた，年令も立場も全く違う両者が対話を続けるにつれて深い感

動を覚えたのはそのためである．そしてそのためにルーデンにとってゲーテ

は，世間には沈黙を守っている真の愛国者として印象づけられてしまった．

所がルーデンにとっては愛国心と強大な統一国家ドイツとは，恋愛と恋人と

のように，結びついた関係でしか思い浮べることが出来なかった。この関係

は彼がゲーテの談話を回想しつつ再現する過程に浸入して，言葉そのものに

もゲーテらしくない色合いを染み込ませたのである．それほどまでに強大な
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ドイツの夢は19世紀知識人の心情に深く宿っていた．
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Goethes　Gesprache　Artemis　Verlag　2．　Band　S．862－869．

W．Mommsen：Die　politischen　Anschauungen　Goethes　Deutsche　Verlags－

Anstalt　S．145ff．を参照．

例えばGoethes　Leben　und　Werk　in　Daten　und　Bildern　Insel－Verlag　S．85．

あるいは相良守峯著「ゲーテ事典」（昭和25年）の288頁．

Gesprache　mit　Goethe　von　J．　P．　Eckerlnann　Herausg．　u．　eingeL　von　Eduard

Castle　Dritter　Teil　S．177．

1）のS．869．

Der　deutsche　Gil　Blas　eingefUhrt　von　Goethe　Winkler－Verlag　S．184．

M．Freund　Deutsche　Geschichte　C．　Bertelsmann　Verlag　S．528f．

Hamburger　Ausgabe　Bd．7，　S．124－126．

1）のS．393．
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